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早いもので本年度の「学苑」を締めくくる号となった。
筆者の備忘録によれば，ロシアの文豪トルストイが，アメリカの作家で詩人でもあるエ
マーソンの箴言として書き留めた言葉のなかに「われわれは，人生における最大の精神的
恩恵を書物に負うている。」がある。そのトルストイは，さらに「最上の幸福は，一年の
終わりにおいて，年頭における自己よりも，より良くなったと感ずることである。」と言
っている。これは万人に向けての励ましのエールとも受け取れるが，本号の論文を執筆し，
出稿した著者たち全員の心境でもあるだろう。
また，一昨年暮れに95歳で没した南アフリカの英雄でノーベル平和賞受賞者であるネ
ルソンマンデラは，「教育とは，世界を変えるために用いることのできる，最も強力な
武器である。」と鋭く喝破した箴言を残している。日々，教育に携わっているわれわれ大
学人にとって，具体的に使用する武器とは「ペンと言葉と行動」である。そのペンの証が，
まさしく本号一つひとつの論文であると言えるだろう。
本号の内容は，実に多岐多様である。しかしそのいずれもが，現状に満足するのでも，
悲嘆するのでもなく，常に変化を求め，より高い価値を生み出すべく，心血を注いで書か
れた論文である。是非とも一読していただきたい。
さて，世紀の大発見として世界の注目を集め，過去一年間にわたって日本を騒がせてき
たSTAP細胞論文不正問題は，若い女性研究者が理化学研究所（理研）に不服申し立てを
しなかったため，ひと段落つき，一連の不正調査は終結した。研究領域が自然科学系の再
生医療分野であり，本号収載論文のような人文系とは大きく異なるが，今回の問題には，
これを当事者だけの孤立したケースとするのではなく，すべての研究者が教訓にするべき
点が多々含まれていると捉えなければならない。
例えば，論文共著者の責任範囲をより明確化することが検討課題として挙げられる。さ
らに特筆すべき課題として，研究へのチェック体制をいかに構築するか，がある。今回の
問題への対応で際立っていたことは，インターネットを通じた論文チェックが異例なほど
短期間で綿密に行われたことであった。京都大学の中西寛教授も，毎日新聞に寄稿した記
事「時代の風:STAP細胞問題」（2014.6.22 東京朝刊 2面）の中で，「学会最高峰の雑誌
の査読を通過した論文の誤りが瞬時に明らかにされたことは，インターネットを通じた匿
名チェックの威力を示し」たと指摘している。その上で氏は，今後こうした「社会的査読」
ともいうべき活動と，学会内で行われるチェック体制とをどう結び付けていくかが課題に
なる，と問題提起をしている。同感である。この「社会的査読」は強烈な指摘であり，わ
れわれが論文の第一行目を書き始める時から常に念頭に置かなければならないことである。
しかし，より根本的には，大学人である研究者自身が，研究本来の目的を見失うことな
く，絶えざる社会への貢献意識を保ちつつ，心を込めて書き続けることにあることは改め
て言うまでもないことだろう。（古）
